
公共交通班

「待合室」から「憩いの場」へ
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背景と目的
01

[背景]
朝来市の人口減少

↓
公共交通機関が制限・廃線になる可能性



背景と目的
01

[目的]

公共交通機関の利用促進
公共交通機関を利用した地域活性化







待合室の現状
02

[アンケート結果と写真] 座って休める

季節にあった展示品がある(雛人形)

日陰がある、雨を凌げる

広い、落ち着く

[良い点]



待合室の現状
02

[アンケート結果と写真] 空調設備がない

劣化

夏は暑い 冬は寒い
空気がこもる

柱の錆や床のひび割れ

[改善点]



待合室の現状
02

[アンケート結果と写真]

[改善点]

座席

座席数が少ない
席の配置で正面が気になる

時間
開いていない時間帯がある(17時電以降)
→ 部活動など居残りをした生徒は使えない





改装について ①改装で欲しい機能03 [アンケート結果]

空調設備/こたつ

椅子の増設

テーブル

コンセント/Wi-Fi

食べ物やアイスの自販機

ドリンクバー

ウォーターサーバー

水道/手洗い場

荷物を置くスペース



実際に設けられるもの 未定のもの

空調設備 自動販売機の増設

カウンター/椅子 ゴミ箱

丸テーブル/椅子

コンセント/Wi-Fi

本棚

改装について ②改装による改善03 [設置される機能]



③内装

03 居心地の良い実用性と、レトロな生野の雰囲気を兼ね備えた待合室
改装について

椅子/テーブル

ドア

デザイン

吊り下げ式 (誰でも開けやすい。管理もしやすい。)

移動可能。 (車椅子でも使いやすく。)

生野らしいレトロな雰囲気に。

↓





改装について ④愛称
03

[より親しみを持ってもらうために]

生野駅東側待合室複合交流センター(仮
)



改装について ④愛称
03

[より親しみを持ってもらうために]



改装について ④愛称
03

[より親しみを持ってもらうために]

「生野」と生野高校マスコットキャラクター「いくのん」
+

フランス語で交流や休憩する場所を表す「ホワイエ」Foyer
生野はフランスとゆかりのある地

「いくのんの家」という意味も



改装について ④愛称
03

[より親しみを持ってもらうために]

「いくのん」

生野高校マスコットキャラクター

「ジャン・フランソワ・コワニエ」

フランスからのお雇い外国人技師の
ひとり。
明治元年から生野銀山の近代化に尽
力した。





これからの活用方法
04

待合室としての役割を損なわずにできる新しい使い方

過ごしやすい待合室にするための工夫 例 : 香住駅の本の交換の取り組みetc 

待合室がいいものになった時、街としてどんな関わり方をしたいか



これからの活用方法①
04

待合室としての役割を損なわずにできる
新しい使い方



これからの活用方法②
04

過ごしやすい待合室にするための工夫
本棚を設置する →    幅広い年代の人でも楽しめる

ボードゲームを置く →    地域の人とも関われる

地域の人が作ったものなどを展示 掲示板を設置



これからの活用方法③
04

高校生にどのように使って欲しいか

地元の人はどのように使いたいか



これからの活用方法④
04

待合室がいいものになった時、街として
どんな関わり方をしたいか





05 [実際の様子]香住駅の事例



05 [実際の様子]香住駅の事例



05 [実際の様子]香住駅の事例



05 [活用法]

本棚・「駅ピアノ」が設置されている。

丸テーブル、カウンター席があり多くの人が座れる。

6時から22時半まで開いている。

香住駅の事例



05 [活用法]香住駅の事例

コンセントがカウンター席に設置されている。

空調設備が整っているため快適。

自動販売機（ドリンク）のレパートリーが豊富。

多様な決済方法



05 [私たちの生野駅イメージ]香住駅の事例





06
今後の活動計画 待合室愛称の看板制作

ものづくり班とのベンチ制作

生野駅グッズの制作

外部での発表・コンテストへの参加




